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今
年
も
四
月
六
日
（
水
）
か

ら
十
五
日
（
金
）
ま
で
の
十
日

間
、
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

運
動
の
重
点
項
目
に
は

「
子
供
を
始
め
と
す
る
歩
行
者

の
安
全
確
保
」
が
第
一
に
掲
げ

ら
れ
、
新
年
度
に
な
り
、
入
学

や
進
級
を
迎
え
る
四
月
以
降
に

小
学
生
の
歩
行
中
の
交
通
事
故

が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
る
こ
と

か
ら
、
歩
行
者
の
安
全
確
保
を

図
る
必
要
が
あ
る
こ
と
が
強
調

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
の
重

点
項
目
に
は
「
歩
行
者
保
護
や

飲
酒
運
転
根
絶
等
の
安
全
運
転

意
識
の
向
上
」
と
「
自
転
車
の

交
通
ル
ー
ル
遵
守
の
徹
底
と
安

全
確
保
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。昨

年
の
期
間
中
交
通
事
故
状

況
と
日
ご
と
の
死
者
数
を
見
て

み
る
と
、
次
の
通
り
で
す
。

令
和
三
年
四
月
八
日
は
、
全

国
の
死
者
数
が
ゼ
ロ
で
し
た
。

年
間
を
通
し
て
も
一
九
六
八
年

以
降
の
五
十
三
年
間
で
は
、
死

亡
事
故
ゼ
ロ
は
初
め
て
と
い
う

こ
と
で
す
。

◆
業
務
中
の
交
通
事
故
は
雇
用

者
側
に
「
運
行
供
用
者
責
任
」

の
発
生
も
◆

会
社
名
義
の
車
に
よ
る
事
故

で
は
、
当
事
者
と
な
っ
た
従
業

員
だ
け
で
な
く
雇
用
者
側
に
も

「
運
行
供
用
者
責
任
」
が
発
生

し
、
責
任
が
問
わ
れ
る
ケ
ー
ス

が
少
な
く
な
い
そ
う
で
す
。

車
を
運
転
す
る
業
種
や
業
態

に
よ
っ
て
、
求
め
ら
れ
る
運
転

技
術
の
レ
ベ
ル
に
違
い
は
あ
る

も
の
の
、
す
ぐ
に
技
術
を
高
め

る
こ
と
は
困
難
で
す
。
し
か
し

運
転
中
の
ス
マ
ホ
操
作
厳
禁
な

ど
、
絶
対
に
守
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
交
通
規
範
の
遵
守
は
、

毎
日
の
業
務
で
繰
り
返
し
意
識

づ
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

従
業
員
全
員
が
被
害
者
に
も

加
害
者
に
も
な
ら
な
い
た
め
に

…
日
々
ゆ
と
り
を
も
っ
て
運
転

す
る
こ
と
を
心
が
け
ま
し
ょ

う
。

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

日ごとの死者数（2021年）

4/6 ㈫ 6 4/11 ㈰ 6
4/7 ㈬ 7 4/12 ㈪ 8
4/8 ㈭ 0 4/13 ㈫ 6
4/9 ㈮ 8 4/14 ㈬ 5
4/10 ㈯ 2 4/15 ㈭ 8

合計 56

昨年の期間中交通事故状況
2021年4月6日～15日（10日間）

・	人身事故発生件数：8,619 件
	（前年比：＋ 974 件）

・	負傷者数：10,130 件
	（前年比：＋ 1,031 件）

・	死者数：56 人
	（前年比：－ 7人）

ホームページアドレス
ht tps : / /masudagumi1912 .co . jp /
カタログパーク   h t tp : / /www.hamaoka.or. jp /masuda.html
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今
か
ら
の
時
期
は
、
花
粉
症
を
お
持

ち
の
方
に
は
つ
ら
い
季
節
と
な
り
ま

す
。花

粉
症
は『
免
疫
機
能
の
過
剰
反
応
』

に
よ
る
も
の
で
す
。
実
は
体
の
免
疫
機

能
の
六
十
％
は
『
腸
』
が
担
っ
て
い
ま

す
。腸
の
活
動
を
整
え
る
こ
と
に
よ
り
、

症
状
が
少
し
楽
に
な
る
そ
う
で
す
。
い

つ
も
の
食
事
に
ヨ
ー
グ
ル
ト
等
を
加
え

た
り
、
偏
っ
た
食
事
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く

す
る
こ
と
に
よ
り
症
状
が
軽
く
な
る
そ

う
で
す
。
皆
様
も
ぜ
ひ
試
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。

健
康
経
営
優
良
法
人

２
０
２
２
認
定

今
年
度
も
健
康
経
営
優
良
法
人

２
０
２
２
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
健
康

経
営
と
は
、
従
業
員
の
心
身
が
健
や
か

で
あ
れ
ば
、
高
い
収
益
性
が
生
ま
れ
、

会
社
の
持
続
的
成
長
へ
と
繋
が
る
と
い

う
考
え
に
基
づ
き
、
会
社
が
従
業
員
の

健
康
を
管
理
し
、
改
善
や
促
進
に
向
け

て
積
極
的
に
取
り
組
む
と
い
う
経
営
手

法
を
指
し
ま
す
。

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
時
代
と
な
り
、「
健

康
」
へ
の
関
心
が
非
常
に
高
ま
っ
て
い

る
今
だ
か
ら
こ
そ
、
安
全
で
健
康
に
働

く
こ
と
を
目
指
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

健康
ワンポイント
アドバイス 

アンガーマネジメント
6秒ルール

花
粉
症
に
つ
い
て
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二
〇
二
一
年
四
月
号
か
ら
一
年
間

に
わ
た
り
、
社
内
報
「
風
紋
」
へ
の
投

稿
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

渡
瀬
さ
ん
の
投
稿
で
は
「
出
会
い
に

感
謝
」
と
題
し
て
渡
瀬
さ
ん
が
出
会
っ

て
こ
ら
れ
た
方
と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら

仕
事
へ
の
情
熱
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
報
連
相
に
つ
い
て
の
記
事
で

は
、
社
員
教
育
に
も
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
投
稿
の
中
で
あ
り
ま
し

た
「
人
々
に
出
会
い
、
そ
の
出
会
い
に

感
謝
し
な
が
ら
学
び
、
成
長
出
来
た
ら

シ
ア
ワ
セ
で
す
ね
！
」
と
い
う
言
葉
を

胸
に
、
多
く
の
方
と
の
出
会
い
を
大
切

に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

はじめに　増田社長から本誌「風紋」に寄稿
を依頼されました岸本と申します。季節季節に心
に浮かぶことを書いていきたいと思います。どう
ぞよろしくお願いいたします。

「桜花」
「散るを厭う	世にも人にも先駆けて	散るこそ
花と	吹く小夜嵐」四十余年前に自決したある著
名な作家の辞世の句です。
古来より辞世の句に花を詠っている例は数多

くあります。
「散りぬべき	時知りてこそ	世の中の	花も花なれ	
人も人なれ」（細川ガラシャ）
「願はくは	花のもとにて	春死なむ	その如月の	望
月のころ」（西行法師）
「風さそう	花よりも猶我はまた、春の名残りをい
かにとかせん」（浅野内匠頭）
この場合の花は、百合でも菊でもなく桜です。い

のちの終焉にあたり人は儚さを思うと共に桜花の散
り際に美しさを感じるのでしょうか。
多くの花は、咲いてのち、しおれ枯れていき

ます。しかし、桜の花びらは咲いたままの美しさ
で散っていきます。街路に落ち、水面に浮かび人
知れず姿を消していきます。
また、桜はその花びらを落としたあと、すぐに若

葉を開き、あっという間に青々と繁ってしまいます。
その変わり身の早さに、人は永遠の命を感じるのか

もしれません。
昔、作家坂口安吾の「桜の森の満開の下」と

いう短編を読んでから、どうも桜を鑑賞する際は、
大勢の人混みの中で見ないと〝怖い〟と思うよう
になってしまいました。以下に、その一節を掲げ
ます。
「昔、鈴鹿峠は旅人が桜の森の花の下を通らな
ければならないような道になっていました。花の
咲かない頃はよろしいのですが、花の季節になる
と、旅人はみんな森の花の下で気が変になりまし
た。できるだけ早く花の下から逃げようと思って、
青い木や枯れ木のある方へ一目散に走りだしたも
のです。（中略）花の下では風がないのにゴウゴ
ウ風が鳴っているような気がしました。そのくせ
風がちっともなく、一つも物音がありません。自
分の姿と足音ばかりで、それがひっそり冷めたい
そして動かない風の中につつまれていました。花
びらがぽそぽそ散るように魂が散っていのちがだ
んだん衰えて行くように思われます。」
人は、文字からさまざまなイマジネーション

を描きますが、私の場合、この短編は非常に怖い
ものでした。以来、満開の桜の木の下は、決して
ひとりで通らないようにしています。夜桜が綺麗
だという人もありますが、夜桜ほど怖いものはな
いと感じます。試しに深夜ひとりきりで満開の桜
の下に行ってみると、その怖さが判るというもの
です。一度試してみてください。
やはり満開の夜桜の下では、無粋ではあるが

大勢で飲めや歌えがいいなと思います。	それに
しても早くコロナ感染症が収束し、飲めや歌えの
世界が再び訪れることを願うものであります。

折 の々記
　…思うままに ①

岸 本 敏 和

渡
瀬
吉
朗
さ
ん
投
稿

一
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
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〈
土
木
工
事
〉	

令
和
三
年
度
受
注
工
事
が
一
部
工
事

を
除
き
、
完
成
と
な
り
ま
し
た
。
近
年

は
高
度
成
長
期
に
築
造
さ
れ
た
橋
梁
の

耐
震
補
強
や
道
路
の
改
修
工
事
が
主
と

な
っ
て
い
ま
す
。
繰
越
工
事
も
何
件
か

あ
り
ま
す

が
、
引
き
続

き
安
全
第
一

で
完
成
を
目

指
し
ま
す
。

四
月
給
料
天
引
き
分
よ
り
健
康
保

険
・
介
護
保
険
料
率
が
変
更
に
な
り
ま

す
の
で
、お
知
ら
せ
し
ま
す
。

介
護
保
険
該
当
者
は
、

四
十
歳
以
上
六
十
五
歳
未
満

の
方
で
す
。
ま
た
、
こ
の
保

険
料
は
事
業
主
と
被
保
険
者

が
折
半
で
負
担
し
て
い
ま

す
。
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し

た
ら
総
務
部
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。

保
険
料
率 

変
更
の
お
知
ら
せ

健康保険が 9.72％➡ 9.75％
介護保険が 1.80％➡ 1.64％4月安全努力目標

※
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、

中
止
ま
た
は
延
期
に
な
る
場
合
有
り

行
事
記
録
（
2
27

〜
3
26

）

3
1
～
3
31	

建
設
業
年
度
末
労
働
災
害
防
止
強
調
月
間

3
1	

シ
ー
テ
ッ
ク
あ
す
な
ろ
会
親
善
ゴ
ル
フ
大
会
・
島
田

3
4	

御
前
崎
市
建
設
業
組
合
役
員
会

3
14	

袋
井
建
協	

環
境・災
害
対
策
委
員
会・袋
井

3
23	

シ
ー
テ
ッ
ク
安
全
衛
生
協
議
会

3
24	

御
前
崎
市
商
工
会
青
年
部
会

行
事
予
定
（
3
27

〜
4
26

）

4
1	

御
前
崎
市
建
設
業
組
合
役
員
会

4
6
～
4
15	

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

〈
建
築
工
事
〉	

池
新
田
高
等
学
校

　
　
　
特
別
教
室
棟
他
外
壁
修
繕
工
事

昨
年
の
八
月
よ
り
着
工
し
、
無
事
二

月
に
工
事
が
完
成
し
、引
渡
し
ま
し
た
。

既
設
建
物
で
あ
る
校
舎
及
び
格
技
場

の
外
壁
が
劣
化
し
て
い
た
為
、
外
壁
補

修
と
塗
装
改
修
工
事
を
行
い
ま
し
た
。

外
壁
破
損
に
よ
る
学
校
利
用
者
へ

の
危
険
が
少
し
で
も
減
り
、
少
し
で

も
長
く
使
用
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

ま
た
工
事
期
間
中
は
学
校
関
係
者
に

は
騒
音
や
規
制
な
ど
、
多
大
な
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
た
と
思
い
ま
す
が
、
ご
理

解
ご
協
力
の
お
か
げ
で
工
事
も
順
調
に

施
工
で
き
た

こ
と
、
ま
た

工
事
に
よ
る

災
害
が
な
く

終
え
た
こ
と

に
大
変
感
謝

し
ま
す
。

工
事
関
係
者
も
ご
協
力
の
程
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

令
和
３
年
度 

受
注
工
事
完
成

▲新橋歩道橋

市道207号線▶

年度安全標語年度安全標語〈〈後悔を 未然に無くす 危険予知後悔を 未然に無くす 危険予知〉〉
春の交通安全運動春の交通安全運動〈〈44//66～～44//1515〉〉
作業安全
・気の緩みによるヒューマンエラーの防止
・第三者の立入禁止措置を確実に

交通安全
・新入学児童への思いやり運転
環境目標
・管理車両内、机まわりの整理・整頓をしましょう

▼道西橋


